
テーマ２：機械開発 報告書（概要）

１．分科会の設置 ３．成果物の作成

 分科会での討議、ヒアリングで得られた知見をとりまとめ、林業機械の自動化・遠隔
操作化の現状や課題、必要な要素技術等を整理し、成果物として「林業機械の自
動化・遠隔操作化に向けて」を作成

 分科会を設置し、林業機械の自動化・遠隔操作化を実現する諸技術、必要な条件整備について議論。機械メーカー等へのヒアリングも実施した
 林業機械の自動化・遠隔操作化の現状や課題、必要な要素技術等を整理し、成果物として「林業機械の自動化・遠隔操作化に向けて」をとりまとめた

「林業機械の自動化・遠隔操作化に向けて」

 第３章では、第２章で体系化した要素技術について、詳細説明を行い、要素技術
ごとの現状・課題等を整理した

 第４章では、将来的に林業機械の自動化・遠隔操作化が実現した場合の作業シス
テムイメージを記載した

 第５章では、林業機械の自動化・遠隔操作化に向けた開発・実証等の取り組みを
紹介する構成とした

 林業機械の自動化・遠隔操作化に向けて、各種技術の進展、普及課題、諸技術に求
められる条件整備等について、専門家との議論を重ね成果物をとりまとめることを目的に、
分科会を設置した

 分科会委員は、林業機械の学識者に加え、自動化・遠隔操作化に取り組むメーカー、
関連技術の専門家と現場側の事業体で構成した

２．メーカーヒアリング実施

第１回
自動化・遠隔操作化に関する

現状と課題
第３回

成果物案討議
第２回

課題解決に必要な
技術・インフラの整理

令和３年度の概要と令和４年度の目的
を説明し、自己紹介兼現状のヒアリングを
各自発表してもらい、課題について取りまと
めた。

第１回の課題解決に必要な技術・インフ
ラを精査し、林業機械の自動化・遠隔操
作化についてとりまとめる文書作成の方針
について、議論を行った。

「林業機械の自動化・遠隔操作化に向け
て」（案）の討議

 林業機械の自動化・遠隔操作化について、開発を進めるメーカーにとって有益な情報
のとりまとめを行うため、機械メーカーの開発の現状・課題、今後に関する展望、意見
等をヒアリングした

分類 所属 役職 氏名（敬称略）
学識者（座長） 京都大学フィールド科学教育研究センター

森林生態系部門 森林育成学分野 准教授 長谷川 尚史

学識者 森林総合研究所 林業工学研究領域
収穫システム研究室 室長 中澤 昌彦

学識者 森林総合研究所 林業工学研究領域
省力化技術研究室 室長 山口 浩和

メーカー
（建機） ARAV㈱ マーケティング・DX戦略

統括マネージャー 中本 武範
技術

（通信） 京都大学 大学院情報学研究科 教授 原田 博司
技術

（自己位置推定）
東京海洋大学 海洋工学部

海洋電子機械工学科 教授 清水 悦郎
技術

（AI）
法政大学 デザイン工学部
都市環境デザイン工学科 教授 今井 龍一

林業事業体
（車両系） ㈱柴田産業 専務取締役 柴田 智樹
林業事業体
（架線系） ㈲川井木材 代表取締役 川井 博貴

（１）分科会の設置

（２）分科会検討議題

 第１章では目的・背景等を説明、第２章では、林業機械の自動化・遠隔操作化を
実現するための要素技術を体系化するとともに、作業工程ごとに必要となる要素技術
をフロー図化し、必要となる通信システムの構築手法についても整理した
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遠隔の森林外から森林内へのネットワーク構築手法

バックホール回線 アクセス回線 容量／距離 特徴

1

VHF帯自営ブロードバンド
（公共BB）

Wi-Fi
（LPWA）

＜バックホール回線＞
• 公共BB：最大10Mbps／10km以上(P34参照)
• ローカル5G：(※1)

下り最大20Gbps
上り最大10Gbps

＜アクセス回線＞
• Wi-Fi：数十Mbps以上／最大約100m(※2)
• （LPWA）(※P35参照)
例１：Wi-SUN FAN：数百Kbps／最大1km弱
例２：LoRa：250bps-50Kbps／数kmｰ数十km

＜バックホール回線＞
• 中継機能により、森林内への通信範囲を

構築する。
• 中継器は高価。

ローカル5G

2 衛星通信

＜バックホール回線＞
（例）Starlink（標準）
下り20-100Mbps、上り5-15Mbps(※3)

＜アクセス回線＞
同上

＜バックホール回線＞
• 見通しがよいところに受信機を設置し、そこ

から有線でWi-Fiルーター等へ接続して使
用。

• 通信利用料が必要

3 携帯電波網(3G、4G)
中継機能による通信網拡大

(例：中継器、バルーン・
UAVなど)

＜バックホール回線＞
• 携帯電波網（4G）(※1)
下り最大1Gbps
上り最大数百Mbps

＜アクセス回線＞
• 森林の上空に携帯電波網が通っている場

合に構築可能。
• バルーン・UAVの場合は、飛行にあたり天

候・滞空時間等の制約がある。

4
光回線

ローカル5G
同上 ＜アクセス回線＞

• 5Gネットワークを、指向性アンテナを用い
て通信範囲を広げる方法。到達範囲は
数百mなので、中継機能が必要。携帯電波網(3G、4G)

VHF帯、UHF帯、マイクロ波帯による通信技術の中で、遠隔の森林外から森林内へのネットワークを構築するためのバックホール
回線と、森林内で林業機械等との接続を行うためのアクセス回線の組み合わせは以下の通り。

P37

P35

P39

P34

P36

P38

P39

※1 出所：令和2年度情報通信白書P19 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/pdf/02honpen.pdf
※2 出所：総務省 無線LANビジネス研究会（第1回） 資料1-4「無線LANの現状について」 https://www.soumu.go.jp/main_content/000152595.pdf
※3 出所：STARLINK仕様書 https://www.starlink.com/legal/documents/DOC-1002-69942-69
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